
高知県立大方高等学校





総合的な探究の時間



総合的な探究の時間で目指すもの

AIと共存する社会において
人間にしかできない力

『０から１を創り出す力』

『いままでの常識にとらわれず、新たな発想
と思考の枠組みを創り出す力』



カリキュラム開発成果

・教職員の共通意識

『どんな生徒を育てたいか』

『どんな力をつけさせたいか』

・年間計画（グランドデザイン）の設計



課題

・校内推進体制の整備

『探究学習』の研究開発を分掌業務に

『探究学習』担当者育成

・教員の探究学習に対する意識改革

これまでの学習形態からの脱却

定期的な教員の学びの場の設定



生徒の成果

２年目以降

【1・2年生】

たしかなグランドデザインの作成と運用

→ 『つけたい力』の着実な伸び



１年生のグランドデザイン





活動の様子

自分の興味関心を表現してみよう ケーススタディ（浜町さんへのインタビュー）



２年生のグランドデザイン



4月～7月 2月中旬

テーマ 残念な？黒潮町PJ～ものの見方を変え新たな価値を創造する～

情報収集

分析/整理

〇情報収集
⇒読み込む力、追加での
情報収集

〇情報分析
・構造化する力
PJの企画、遂行、継
続の視点

決定

情報収集

分析/整理

表現

8月～2月初旬

〇情報収集・意思決定
・高い視座をもつ必要性
・多角的な情報収集
・客観性、論理性
・自身の考えを的確に伝え
る
〇チーム力の必要性
⇒役割・個々の力を活かす

決定

情報収集

分析/整理

表現評価

インプット

現場観察

情報収集・分析

⇓
「物事に対しての多様な価値観、
視点のもちかたを学ぶ」

課題定義

「2050年の黒潮町をデザインし、その実現に向け、
近未来の黒潮町を町長に提案せよ」

〇情報収集・意思決定
・高い視座を持つ必要性
・両義的なものの見方
・多角的な情報収集
・SDGsを意識した視点
〇チーム力の必要性
⇒役割・個々の力を活かす
〇電子Bookの効果的な活用

アウトプット

視野を広げる

⇒

個人→グループ

個人学習

小テーマ

小テーマ

未来の大方map

町長提案

＋ ＋

⇒

グループ

表現

黒潮町

役場
地域住民

大方の

企業
アイデアソン

美術館 大方

近未来の

黒潮町

近未来の

社会

2050年の

黒潮町

2050年の

社会

私たちの

思い

黒潮町

役場

高知県内

企業

協働

多面的な情報収集

情報分析

ワールドカフェ

⇓

町長提案に向けた模擬発表
企画提案

のプロ



活動の様子（外部の方とのかかわりVer）

アイデアソン



ワールドカフェ



「砂浜美術館レポート」講評 高知県立美術館学芸員奥野様input



レポート→国宝展入選

活動の様子（特徴的な取組）

砂浜美術館フィールドワーク 県立美術館訪問



３年生のグランドデザイン



自分の

したいこと

４月 8月 9月 10月 11月 12月 1月５月 ６月 ７月

幸せ×自分×社会職業×2040年の社会

身に付けさせたい力
〇思考力・主体性の強化

社会の幸せに自分が持続的にどう関われるか、幸せに
ついて考え続ける

発表

興味の

あること

自分の

したいこと

２０４０年の

自分

2040年には自分がどうなっていたいのかを考える

国はネット選
挙を導入すべ
きか

視座を高め、物事を多面的に捉える

発表 ディベート

幸せの定義

興味の

あること

社会

ねらい
〇多様な考えを統合して自分の考えを形成できる
〇共感・納得してもらえる考え方ができる
〇自分で考え、自分が責任をもって行動できる

基本情報
〇3年生 27名
〇10H

ディスカッション

書籍・映画・動画



学校設定科目『地域学』



未来へのメモワール



入野小学校との出前授業

『未来へのメモワール』



大方中学校との出前授業



オリジナルHUGを
実践しました。

大方高校生が
作った

避難所運営ゲーム



提案

避難カード
を作成し、
携帯して
避難してき
てください。



成果

•体系化されたカリキュラムの確立

•黒潮町役場、地域住民との連携による

信頼関係



課題

・複数分担制の整備



３年間の指定事業を終了するにあたって

・人脈の広がり

・多くの知見を獲得

→今後の教育活動に


